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埼玉県西部の丿くぬぎ山」から煙が消えた
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（上）里芋畑に青
空が戻ってきた。
（左）小型焼却炉
から火が消えた。
（右）焼却は無く
なった。しかし、
プラスチックの
破砕施設に変身
し、塀も高くな
った所もある。
（ｎ月１０日、水口
哲撮彫）

シンポジウム「どうなる？土壌汚染対策」の報告
渋木幸子・「くぬぎ山」から煙が消えた
川名英之・『くぬぎＵＪ』産廃焼却問題の教訓
国民会議第４年度の活動報告
川名英之・化学物質過敏症特集（下）「急ぐべき化学物質過敏症対策」
神山美智子・「環境法の今」第１１回最近の食品安全法制をめぐる動き
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・ｓづ＝１万：シンポジウム

「どうなる？土壌汚染対策」の報告
来年１月に予定されている土壌汚染対策法の施行を前にして、１０月２５日に、土壌汚染の実態、土

壌汚染対策法の内容と問題点、今後の課題などを考えるシンポジウムを開催しました。

●基調講演：「土壌汚染対策法の意味と課題」大阪市立大学大学院教授畑明郎
●現地からの報告：さいたま西部・ダイオキシン公害調停を進める会国民会肖ｊｔ常任幹事・山田久美子
●パネルディスカッション

パ ネ リ ス ト 環 境 省 水 環 境 部 土 壌 環 境 課 黒 川 陽 一 郎

残土・産廃問題ネットワーク・ちば藤原寿和
大 阪 市 立 大 学 大 学 院 教 授 畑 明 郎
国 民 会 議 事 務 局 次 長 ・ 弁 護 士 中 村 晶 子

＜ 基 謳 講 演 ＞ 畑 明 郎 さ ん

畑さんから、日本の土壌・地下水汚染問題と対策の歴

史、最近の市街地土壌・地下水汚染の事例（大阪市此花

区の高層住宅高見フローラルタウン敷地の水銀一段素・

鉛・セレン・カドミウム等による汚染の例、ユニバーサ

ルスタジオジャパン敷地の鉛・段素一総水銀・セレン・

六価クロム等の汚染の例、滋賀県八日市市・近江ハ幡市

周辺の地下水広域汚染の例など）、鉱害と主要な金属精

錬所などについて、豊富な写真や図表を示しながらご紹

介がありました。

土壌汚染対策法が汚染土壌対策として政令・技術的指

針で定める汚染土壌の封じ込めについて、フローラルタ
ウン敷地の現地封じ込め計画の例などを紹介しながら、

コンクリートは廊～ａ）年で劣化してしまうこと、遮水シ
ートは１０年ももたないこと、アスファルトも１０～２０年程

度しかもたないこと、粘土は水をとおしにくいとはいっ

ても全くとおさないわけではないことなどから、完全な

封じ込めは今の技術では不可能であるとの具体的な説明

がありました。

畑さんは、土壌汚染対策法は不充分というより無い方

がいい法律だと指摘されました。

＜！見地からの報告＞山田久美子さん
産業廃棄物の都心からの大量流入と、焼却処理場の集
中、違法な野焼き、不法投棄で苦しんできた埼玉西部地
域、特に通称くぬぎ山では、住民運動、法規制などの動
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きから焼却炉は減ってきているが、一旦できてしまった

産業廃棄物の流れ自体は変わらず、現在も破砕や不法投

棄状の放置された巨大なゴ｀ミ山に悩まされていること、

くぬぎ山再生事業と銘打った施策によってあたかも解決

したような感を与えるが、その裏でこのような行為が未

だに野放しとなっていること。また、特に深刻なのは、

２００１年暮れから活発化した残土の流入で、ちょうど土壌

汚染対策法案が検討され始めたころと一致するため、成

立前後の混乱に乗じて不審な業者が地主に貸与を持ちか

けたり、詐欺行為によって地主も知らない間に大量の残

土が搬入されるという事件が起きていること、里山の

木々を切り払い、深さ１４ｍ～１５ｍ、幅２０ｍ、奥行き１００ｍ
～２００ｍの巨大な穴を掘り、１０トントラックで受けてき

た残土（汚泥？）によって短期間に埋め尽くし、さらに

その上に積めるだけ積んで巨大な山を築いて、業者自身

は行方をくらます。このようにしてできた残土の山が現

在３個あることなどが、現地の写真を示しながら報告さ

れました。

＜パネルディスカッション＞
●藤原寿和さん
千葉県は１Ｓ）６０年代の高度経済成長期に首都圏から排出
される産業廃棄物や建設残土の格好の捨て場とされてき
たため、県下の市町村では他県に先駆けて残土壌例を制

定して自衛策を講じてきたこと、当初は盛り土の崩落に
よる安全陛が問題とされたが、その後有害物質が混入し
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を紹介し、日本もこうした取組を行うよう制度化すべき
ｉ ７ こ 臨 寒 １ だ と 指 摘 さ れ ま し た。
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土壌汚染防止対策のおり方をめぐって活発な意見交換が行われ
たシンポジウム＝新井喜代次さん写す。

た産廃が残土に混ぜられて捨てられるようになって以

降、埋立土砂や残土等の地質汚染防止の面から、県が全
国に先駆けて土質規制を目的に残土条例を制定したこ
と。しかし、条例には①残土処分に立地制限が設けられ
ていない、②市町村の条例には定められていた住民説明

会の義務づけがない、③残土の発生元の確認及び搬入さ
れる土質の検査体制の不備等から違法処分が見過ごされ
てきた、などの指摘の後、最近は残土に焼却灰や有害な

産廃をアンコにして混ぜて投棄するという悪質なＦ残土
処分」（実際には産廃の不法投棄）が横行し、また過去
に投棄された産業廃棄物の埋立場所か削可川や地下水に

内分泌かく乱化学物質などの有害物質が流出して問題と
なるケース、環境省が毎年都道府県に依頼して実施して
いる井戸等地下水調査の結果千葉県が全国で一番汚染井

戸の検出率が高いなどの実体が紹介されました。
今回の土壌汚染対策法では、こうした過去に埋め立て
られた残土や産廃中に含まれていた有害物質の河川や地

下水への流出による汚染問題に対しては、効力が及ばな
いという問題点を抱えていること、六価クロム事件以来

２０年以上にわたって市街地における土壌汚染防止法は制

定されず対策が立ち遅れたこと、国土を格子状のメッシ
ュに切ってその格子点の土壌調査を行って汚染状況を把

握するオランダの例、ポジティブ・マップ、ネガティ
ブ・マップを作成し、水源地域等には廃棄物処分場など
地下水の汚染をもたらすような施設の立地を制限する制
度を設けて汚染の未然防止対策を講じているドイッの例

●黒川陽一郎さん

土壌汚染対策法の制定経過、同法の目的、特定有害物

質、土壌汚染状況調査、土壌汚染による健康被害の防止

措置、指定調査機関、指定支援法人等新法の概要、政

令・技術的基準の概要、施行スケジュールなどについて

説明されました。

●中村晶子さん
市民の立場から見て、新法は事後対策法にすぎず、し
かもごく限られたケースについて不充分な対応をするだ
けのものであること、畑さんの指摘のように事後対策は
どれも不完全である以上、大切なのは未然防止であるこ

と、いまとなっては運用を注意深く見守りながら附帯決

議を足がかりに改正を働きかけていかなければならない
こと、情報を開示して市民参加の道を開くことが大切で

あることなどの指摘がありました。

質疑：会場からは、黒川さんに対する質問・意見が相次

ぎましたが、その一部を紹介します。

ＱＩ．経産省と環境省は法案の閣議決定に際して、鉱山

保安法の管理区域を新法の対象外にする旨の合意をした

ときいているが、なぜか。

ＡＩ．なにもしないというわけではなく、どちらでやる

かの問題。経産省がやるというので、そちらにまかせる

ということになった。

Ｑ２．未然防止の観点が無く、土壌汚染問題の長期的展

望も感じられないが？

Ａ２．土壌汚染はいまだ全体像が見えていないので、こ

の法律は個々の問題のケースをつぶしていくという観点

で作られている。

Ｑ３．健康被害の防止措置として汚染土壌を浄北させる
べきなのに、なぜ覆土でよしとするのか。

Ａ３．浄化が望ましいのはわかっているが、どこまでや

らせるのか、費用もかかるのでイヤだと言う者に罰則付

きの命令で浄イヒまで強制するのは難しいのではないかと

いう議論だった。

（文責：広報委員会）

ＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲＶｏｌ．２０●



Ｍ
゛
Ｍ
μ
丿
φ
μ
～
ｘ
″
゛
ゝ
占
ｓ

八
？
ｊ
ｊ
？
ｓ
仏
ｓ
φ
ｙ
ｘ
♂
̶
♂

元

皿

ぎ

ト

ド

レ

ゾ

卜

くΓトト ぎ山」から煙カ斗肖えた

煙を止めた１２年間の闘い

埼玉県西部の「くぬぎ山」に集中していた建築廃材な
どの産廃焼却施設が１２月１日までに姿を消し、私たち周

辺住民は１２年ぶりに新たなダイオキシン汚染の心配から
解放されました。「くぬぎ山」にある産廃焼却施設は埼
玉県と関係３市１町の手で撤去され、そのあとに樹木が

植えられて林が再生されることになっています。
私は「くぬぎ山」に隣接した地で小さな声をあげ、

［ダイオキシンの発生を何としてもなくさなければ］と警
鐘を鳴らし続けてきました。辛い活動でしたが、１２年間
の悲願が今、ようやく実を結び、とても喜んでいます。
これも、問題解決のため協力してくださった専門家、報

道関係者、環境保護団体を始めとする全国の皆様のおか
げです。

産廃の野焼きから小型焼却炉へ

「くぬぎ山」は所沢、川越、狭山の３市と三芳町にま

たがる広大な雑木林。今では武蔵野の風景を残す貴重な

ものとなっています。この雑木林は１６肺年、川越藩主柳

沢吉保の命を受けた家臣たちが開発した耕地「三富新田」

を風から守る防風林として造成された、すばらしい文化

遺産です。私はこれに魅せられ、「くぬぎ山」が庭先に

広がるところを「終の住みか」と決め、１９８１年に移り住

んだのでした。

それから１０年後の１９９９１年２月、「くぬぎ山」で産廃を

焼く野焼きの黒い煙が上がり始めました。わが家から

１００メートルほどの狭山市の林の中に、２業者が林にプ
ールのような穴を掘り、運んできた建築廃材や廃プラス

チックなどを投げ込んで燃やしたのです。夜ともなると、

消え残りの火が燃え広がり、番犬もおびえる日々が続き

ま し た。

ＯＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲｖｏｌ．２０

所沢にきれいな空気をとりもどす会

渋 木 幸 子

１９９２年までは孤独な１人だけの闘いでした。再々の苦

情の末、埼玉県と所沢市の職員がいきなり来て、「小型

焼却炉設置の指導をします。小型でも法の厳しい網を被

せられる」というのです。

しかし１９９４年に１日の処理能力５トン未満の小型焼却

炉２基が建設され、そのあと小型焼却炉が建ち並んで、

半径５００メートル以内に１５ヵ所もの炉がひしめく産廃焼

却炉密集地帯が出現しました。黒煙や灰の排出量はます

ますひどくなり、悪臭も放ち始めました。

１９９４年ア月のＮＨＫのニュースに

１９９４年７月、全国処分場ネットワークによる電話相談

１１０番に「助けてください」と訴え、それ以来、処分場

ネットワークは「助けの神」になりました。しかし、こ

の頃から農家の長老や自治会長、農家代表の市議会議員

から「活動をやめろ」という電話が頻繁にかかってくる

ようになりました。私は「雑木林が好きですから。一緒

に頑張りましょう」と説得に努めたのですが、「新参者

は黙れ」と怒鳴り、聞く耳を持ちません。そればかりか、

わが家の車庫の車のタイヤにくぎが刺されるようにな

り、その回ｌ改は９５年までに１５回に及びました

処分場ネットワークが「雑木林を守りたい」という私

たちのために弁護士を差し向けてくれました。これを機

に近くの７件で「所沢にきれいな空気をとりもどす会」

を結成したのですが、提訴には至りませんでした。「と

りもどす会」は厚生省や環境庁、埼玉県などにダイオキ

シン発生防止対策の実施を要望しました。

叫年１２月、止めよう！ダイオキシン汚染・関東ネット

ワークの方々の現地見学会があり、参加者は悪臭と松の

立枯れに驚いていました。産廃業者は申し合わせたよう

にドーペルマンにほえさせて威嚇しました。

この見学会の後、多くの賛同者のご協力により、ヘリ



ｙｊ

ｊ ’

ご原

い

ｒＪ

謡止ヰ

からの産廃焼却炉集中地域の空中写真撮影が実現し、貴

重な資料となりました。

宮田教授が土壌汚染実態を明らかに

ＩＳ５年１月、摂南大学薬学部の宮田秀明教授（環境科

学・食品衛生学）を「くぬぎ山」に案内しました。宮田

教授は雑木林内の１０ヵ所で土壌を採取、同年１２月６日、

その分析結果を発表しました。

それによると、産廃焼却炉跡の焼却灰から１グラム当

たり４、２８７ピコグラム、廃止された炉から２、０７５ピコグラ

ムという極めて高い濃度のダイオキシンが検出され、野

焼き跡の土壌と灰はそれぞれ同５５２ピコグラム、４４２ピコ

グラム、６地点の一般土壌は最高２１８ピコグラム、最低

９６ピコグラム、「くぬぎ山」から４キロ南の航空公園内

２ヵ所の一般土壌も１（Ｍピコグラムと９３ピコグラムでし

た 。

日本の表層土壌の１グラム当たりのダイオキシン濃度

は数ピコグラムから１０ピコグラム前後。これに比べて

「くぬぎ山」の土壌汚染レベルの非常に高いことがこの

調査で分かりました。幼児の遊ぶ公園の汚染も大きな衝

撃 で し た。

県と市が隠していた基準の１５０倍

９７年９月５日、所沢市はごみ焼却炉の排ガスから１立

方メートル当たり最高１万２０００ナノグラム（ナ．ノは１（臆

分の１）という高濃度のダイオキシンを検出していたに
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新緑の美しい「くぬぎ山」雑木林＝１９９７年６月、赤木さん写す。

もかかわらず、県環境部と一緒にデータ隠しをしていた

ことが新聞報道で明るみに出ました。８日、市民団体の

メンバー約５０人はプラカードを持って市役所に押しか

け、市長に強く抗議。市長が陳謝し、土屋義彦埼玉県知

事も［県民への背信行為。詫びたい］と謝りました。

９８年３月、学生など総勢６ａ）人の若者たちが所沢と池

袋に集い、「いのちが大事。煙を止めて！」などと書か

れたプラカードを持ち、ダイオキシンの発生防止を訴え

てデモ行進しました。この年にはダイオキシン汚染に反

対する住民たちが４７の業者と操業を許可した埼玉県を相

手取り公害調停を県公害審査会に申請しました。

全産廃施設を撤去し、跡地に植樹

「くぬぎ山」と、その周辺にピーク時、６４基を数えた
産廃焼却施設が１２月１日までにゼロになるため、埼玉県
と関係４市町は施設撤去後の跡地に植樹し、「くぬぎ山」
の自然再生を図ります。そのための予算は昨年１２月に環

境省の「ふるさと自然再生事業」（２０００万円）が認めら
れ、国土交通省による６００万円の追加もあり、これを基
に県・市が具体的に事業を進めることになりました。
ダイオキシン土壌汚染処理の問題は残りますが、林立
していた焼却炉がゼロになり、緑豊かな三富新田のＦく
ぬぎ山」を辛うじて次の世代に引き渡すことができそう

です。イ可度となく家族に危害が加えられそうになったこ
とさえあったことを考えますと、こうして解決の方向を
見出せたことは不思議なくらいです。本当にありがとう
ございました。
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「山」産廃焼却問題の教訓

焼却施設の集中は防げなかったのか

埼玉県所沢、川越、狭山、三芳の４市にまたがる「く

ぬぎ山」には建築廃材など産廃の焼却施設が図に示され

ているとおり、ピーク時、半径５００メートル以内に１５基、

「くぬぎ山」の周辺地域を含めると、５０基を超える集中

ぶりでした。これらの焼却施設はダイオキシン排出規制

の強化に対応できず、１２月１日までに焼却をやめること

になりました。埼玉県と関係４市は国の方針に基づいて

産廃施設を撤去し、樹木を植えて損なわれた自然を再生

する計画を進めています。

「くぬぎ山」への産廃焼却施設の集巾と、建築廃材な

どの焼却によるダイオキシン汚染は全国でも例のないひ

どさでしたから、産廃棄焼却に反対する地域住民の願い

は渋木幸子さんの記事にも書かれているとおり切実でし

た 。

問題がひとまず解決した、この折になぜ「くぬぎ山」

に廃棄焼却施設が自然発生的に集中し、行政はそれを長

い間、止めることができなかったのかーについて考えて

みましょう。

「くぬぎ山」産廃焼却施設の集中立地問題の経過を検

証することは、このような事態を繰り返さないための教

訓となるでしょう。

焼却施設集中を止めなかった埼玉県

「くぬぎ山」に産廃の中間処理業者や自社処分業者が

入り込んで来だのは１９印年代の初め。この地は巨大都市

東京に隣接し、関越自動車道路インターチェンジのすぐ

近くにあるため、焼却処理場にされやすいという地理的

な状況にあったのです。当時、「くぬぎ山」に土地を持

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２０

国民会議常任幹事・江戸川大学講師

川 名 英 之

っ人の中に相続税や固定資産税を払えなくなった人がい

たことに目をつけて土地を買い取り、焼却処理を始めた
ケースもありました。

廃棄物行政は国の機関委任事務で、埼玉県が実施でき
る権限には限界があるのは確かです。しかし埼玉県は東

京などからの建築廃材などの流入を規制しませんでし
た。当時、廃棄物行政を県に委任していた厚生省はダイ

オキシン汚染１ぴｊ止対策び：）・妃ヽ 要性を認識していませんでし
たから、廃棄物処理法の改正などの有効・適切な対策も

取りませんでした。
業者が建築廃材などの野焼き（１固２年に禁止）を始め
た１９９１年ごろから県は行政指導で小型焼却炉の設置を勧
め、資金難の業者には補助金を出しました。その結果、
５トン未満の小型焼却炉が急ピッチで増えて全国最大の
産廃焼却炉集中地域となり、ダイオキシン排出量が野焼
きとあまり変わらない小型焼却炉群による環境汚染が長
い間、続きました。

１９９７年に厚生省が焼却炉のダイオキシン頌排出濃度の

新塞準を設定、５年後の２００２年１２月から適用することを
決めました。新基準に対応できない小型焼却炉が今回、
廃止に追い込まれたわけです。

新たに発生した残土埋立て問題

国民会議主催シンポジウム「どうなる？土壌汚染対策」

の中で、「さいたま西部・ダイオキシン公害調停をすす

める会」に所属し、国民会議常任幹事でもある山田久美

子さんが報告したとおり、「くぬぎ山」では昨年１１月か

ら業者が巨大な素掘りの穴をいくつも掘って残土やアス

ファルトの混じった汚染土を投棄し、埋め立てました。

土壌や地下水を汚染する恐れのある、このような行為に



対し、国や県はこれを規制する措置を取っていません。
「ダイオキシン公害調停をすすめる会」は、このよう

な土砂の埋立てによる土壌・地下水の汚染を防止するた
めの対策として①「土壌汚染対策法」の政省令に残土規

制に関する事項を盛り込む、②「廃棄物処理法」の改正
時に建設事業によって発生した残土を「廃棄物」と位置づ
ける、③Ｆ残土規制法」を制定するーのいずれかの法規
制措置を提案しています。
豊かな自然資源である「くぬぎ山」を環境汚染から守

るために、残土投棄問題への新たな取組みが必要になっ

ています。また、これから始まる産廃焼却炉撤去後の跡

地のダイオキシン汚染土壌処理も、住民に納得できるよ

うな対策を実施して欲しいものです。

「くぬぎ山」への産廃焼却施設の集中にも、今度の残

土の埋立てに対しても、行政は有効・適切な対応はゼロ

でした。環境汚染防止にもっと積極的になるよう政治・

行政を変えていく必要があるでしょう。

山
市

澗
グ

埼玉県西部の「くぬぎ山」産廃施設マップ
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総 括
事務局長中下裕子
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１ 。 活 動 報 告

１．総括

１９９８年１０月の発足以来、４乍目の活動を振り返る

と、前年からの取組みが具体的な形を成してきたも

のも多く、政策提言型ＮＧＯとしての活動も充実して

いました。特に２年がかりで取り組んできた環境教

育チームのビデオ制作が、ついにｒ４Ｒでゴミダイ
エット』として完成を見たことは、活動の幅に広が

り を も た ら し た と い え ま す。 こう し た 活 動 に よ り、

国民会議の占める位置・役割はますます確かなもの

になりつつあります。

また、今年４月からは、市民活動の経験豊富な三

島佳子さんを事務局スタッフに迎え、多彩な活動が

展開できるようになりました。「土壌汚染対策法案」

をめぐる環境ＮＧＯ共同声明の提出などのロビー活動

や、子どもプロジェクト・チーム（以下、子どもＰＴ）、

食品プロジェクト・チーム（以下、食品ＰＴ）による

ブックレット作成着手などがその例です。また、事

務局に協力してくれるボランティアの方々が集まり
つつあることも嬉しいことです。今後、ますます充

実した活動が期待されます。

２．政策提言及びその推進活動

（１）提言・共同声明

２月２８日容器包装リサイクル法に関する改正提

言提出

４ 月 ３ 日 土 壌 汚 染 対 策 法 案 に 対 す る 提 言 作 成

４月５日土壌汚染対策法案に対する環境ＮＧＯ共

同声明提出（第二次提出４月２４日、第

三次提出５月８日）

（２）パブリックコメント

５月１０日「廃棄物・リサイクル基本問題に関する

パブリックコメント」提出

６月１３日ダイオキシン類の底質の環境基準に関

２００１年１０月１０日脱焼却学習会の講師
ポール・コネット氏

１’

する意見提出
８月１２日産業構造審議会環境部会廃棄物・リサ

イクル小委貝会循環ビジネスワーキン
グ中間とりまとめ案に対するパブリッ
クコメント提出

８月１６日「化学物質総合管理研究会中間とりま
とめ」に対する意見を経産省に提出。

９月３日「土壌汚染対策法に係わる技術的事項
についての考え方の取りまとめ（案）」
に対する意見・「土壌汚染対策法に基
づく政省令に規定する内容（案）」対す

る意見提出

（３）審議会等への参加
環境省「生態系保全等に係わる化学物質審査規制

検討会」、同「化学物質と環境円卓会議」、同「中央

環境審議会環境保健部会化学物質審査規制制度小委
員会」に中下事務局長がＮＧＯ代表の立場で参加
３．シンポジウム・学習会
２００１年

１０月１０日 脱焼却学習会

ポールコネット氏を囲んで

１０月１８日ダイオキシン委員会学習会

「廃棄物焼却施設の解体に伴う労働者被
曝問題について」
講師神奈川労災職業病センター

西田隆重さん



「土壌汚染防止に係わる法制度化をめぐ
る動向について」

講師エネルギージャーナル社
石井義庸さん

１２月２１日食品プロジェクト学習会
「魚介類のダイオキシン汚染」
講師環境総合研究所副所長

池田こみちさん

２００２年
２月４日食品プロジェクト学習会

「食品のダイオキシン汚染」一水産庁・
環境省のデータを読むー
講師元環境監視研究所所長

中南元さん

３月６日ＮＧＯ参画法制定ネット学習会
「行政計画決定プロセスの概要と市民参
加の現状など」
講師環境省総合政策局総務課

深見正仁さん
４月３日緊急討論会「土壌汚染対策法案はこれ

でよいのか！？」

５月２３日ＰＯＰｓ学習会「日本政府ストックホルム
条約批准に向けて」

６月５日ＮＧＯ参画法制定ネット学習会
「ドイツの行政手続法への住民参加」
講師須田政勝弁護士

６月１８日循環型社会提言プロジェクト学習会

「民主党提案の廃棄物処理法改正案」
講師栂板英樹さん

６月２４日ＮＧＯ参画法制定ネット学習会
「自然再生へのＮＧＯの参画について」

７月３日ＮＧＯ参画法制定ネット学習会
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「日本の環境アセス制度についてｊ

講 師 藤 原 猛 爾 弁 護 士

７月３１日食品プロジェクト学習会

「環境ホルモンから身を守る食べ方」

講 師 池 上 幸 江 さ ん

９月４日ＮＧＯ参画法制定ネット学習会

「アメリカの参画法システムについてｊ

講 師 関 根 孝 道 弁 護 ±

４．ビデオの作成

環 境 教 育 チ ーム が 制 作 に 取 り 組 んで い た 環 境 教 育

ビ デ オ ［ ４ Ｒ で ゴ ミ ダイ エ ッ ト ］ が 完 成 し ま し た。

機会あるごとに宣伝活動に取り組み、これまでに約

７０本販売しました。今後も、販売の促進に努める予

定です。なお、文部科学省の認可が得られました。

５．国際的活動

ョハネスブルグサミットに水口常任幹事が参加し

ま し た。

６．ニュースレタ一の発行

１４～１９号を発行しました。

７．情報公開請求

食 品 の ダイ オ キ シ ン 類 汚 染 に 関 す る デ ー タ の 開 示

請求、及び不開示決定に対する異議申立てを行って

い ま す。

８．国民会議ブックレットの作成

子どもＰＴ、食品ＰＴでは、ブックレット作りに取り

組 ん で い ま す。

９．各委員会・ＰＴの活動

詳細は各委員会からの報告をご覧ください。

１１．次年度の目標
１．会員拡大と財政基盤の強化
このところ会員数が伸び悩んでいます。会員拡大

と財政基盤の強化に会を挙げて取り組みたいと考え
ています。
２．政策提言等

以下の提言作成に取り組みます。
・ダイオキシン対策特別措置法に関する提言
・残土規制法制定に関する提言

・循環型社会形成のための廃棄物法制に関する提

言
・食品中のダイオキシン対策に関する提言
・子どもの環境リスク削減対策に関する提言

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２０●



・パブリックに対する意見提出（随時）

。ブックレットの作成
・子どもＰＴ、食品ＰＴではブックレット作成の予定

で す。

その他
・医療廃棄物における塩ビ対策に関する本の翻訳、

出版
・他ＮＧＯとの共同によるダイオキシン汚染調査活

動
・食品安全問題に関するリスクコミュニケーショ

ンの推進
・情報公開請求及び不開示決定に対する異議申立て

等の課題に取り組みたいと考えています。

ダイオキシン委員会
委員長藤原寿和

¶ ㎜ ■ -

｜。活動報告

前年度に引き続き、原則毎月１回（第二木曜日）
夜６時から弁護士会館１０階の会議室で委員会を開催
してきました（２００１年１０月から２００２年５月まで７
回）。
検討テーマは①ダイオキシン類対策特別措置法の

見直し、②土壌汚染対策、③食品汚染対策、④労働

者被曝対策、⑤毒性・リスク評価、⑥素材・製品対
策、⑦ＰＣＢ製品及びＰＣＢ廃棄物対策の７項目ですが、
このうち③の食品汚染対策は、あらたに発足した食

品ＰＴの方に検討作業は委ねることになりました。
この定例の委員会は、回を重ねる毎に委員の出席

率が悪くなり、時には流会せざるを得ない時もあり、
今年６月以降は開催できないまま今日に至っています。
この間ダイオキシン委員会として取り組みができ

たのは、昨年１０月１８日に開催した公開学習会と、今
年６月１０日付けで提出したパブリックコメントー
「ダイオキシン類対策特別措置法に基づく水質の汚濁
のうち水底の底質の汚染に係る環境基準の設定等に
ついて」報告案に対する意見-です。

また、今年４月３日には、土壌汚染対策法案の国
会審議に対して緊急の院内討論会「土壌汚染対策法
案はこれでよいのか！？」を開催しました。
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｜｜。次年度の活動予定

現在、委員会としての活動は停止しか状態になっ
ていますので、再開に向けての私案という形で提示
させていただきたいと思います。
１．年内もしくは１月を目途に「ダイオキシン類対

策特別措置法の改正に向けての提言Ｊの委員長私
案（藤原私案）を取りまとめること
２．１月もしくは２月を目途にダイオキシン委員会

（第１９回）を開催レ「藤原私案」についての検討
を行う

３．３月までには上記「提言」を取りまとめ、常任

幹事会に提示する
４．４月もしくは５月以降に「提言」をめぐっての

シンポジウムを開催する

１１１．今後の活動計画

１．「ダイオキシン類対策特別措置法の改正に向けて
の提言」の取りまとめ（２００３年３月まで）
２．シンポジウムの開催（２００３年４月以降）

㎜ ㎜ - ¶
- ・ - - - ・ - ・ - - - ・ - ・ - ・ - - - ・ - ・ -

広 報委員会
委員長佐和洋亮
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｜ 。 活 動 報 告

１．ニュースレターの編集・発行

広報委員会では、主な活動として国民会議ニュー
スレターの編集・発行を担当し、隔月ごとに年６回、

予定通り発行しました。継続は力。委員の方々のお

か げ で す。

ニュースレターに対する読者の方の感想はおおむ

ね好評ですが、一部に「難しすぎる」という指摘が

ありましたので、内容の水準は落とさずに、図表や

写真を多く使ってできるだけわかりやすく読みやす
い紙面作りを心がけています（……莫担しいことを易

しく表現するのは、易しいようで難しいことです）。

２．ホームページの管理・運営

国民会議のホームページが昨年度からリニューア

ルしました。国民会議の設立趣旨、概要、政策提言、

行事の案内、ニュースレターの記事などが掲載され

ています。アクセス件数は、１万件を超えています。

３．その他



政策・立法の「提言」提出の時、シンポジウム・

公開学習会の案内などを記者クラブ等に配布して広

報をおこなっていました。

｜｜。次年度活動予定

１．ニュースレターの編集・発行

引き続き従来のペースでニュースレターを発行し

ま す。

２．ホームページの管理・運営

引き続きホームベージを管理・運営します。将来

的には、英文のページも作りたいと考えていますが、

そのためには翻訳のための人材が多く必要となりま

す 。

３．その他

これからも、当委員会は限られた人員と予算の中

で が ん ば り ま す。
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子 ど も プ ロ ジ ェ ク ト ・ チ ー ム

座 長 松 崎 早 苗

昨 年度、出生性比の分析を行ってきた環境ホルモ

ン委員会は、全国の市区町村のデータ分析を一応終

わった段階で、メンバーみんなが参加できる活動と

して「子どもたちを化学物質から守る行動」を提起

しました。丁度発足間もなかった「毒物のない社会

委員会」と合同のプロジェクトとしてはどうかとい

う提案が幹事会から出されて、そこから「子どもプ

ロジェクト」がスタートしました。メンバーが集ま

って相談した結果、各自が日頃から関心をもってい

るテーマを持ち寄って、子どもたちを化学物質から

守るための冊子を作ることとなりました。

冊子の原稿が出そろって、現在、本としての体裁

を検討している段階です。メンバーがこれまで培っ

てきた活動を基礎とした文章が集まったので、かな

り説得力のある冊子になると期待されます。完成し

たら効果的に配布するために、みなさんのご協力を

お 願 い し ま す。

なお、環境事業団から調査研究とシンポジウム開

催などの費用として１００万円の助成を受けているの

で、冊子っくりと平行してアンケート調査を検討し

て い る と こ ろで す。

皿 ■ Ｊ ■ - ａ - ＝ ㎜ ■ Ｊ ■ - ■ - ＝ 皿 ■ Ｊ ■ - ■ ㎜ ＝ 皿

食 品プロジェクト・チーム
座 長 森 脇 靖 子

に 活 動 報 告

昨年度末以降、環境省、農水省、水産庁、厚労省に

対して情報公開を請求し、膨大な調査データを入手

してきました。またアメリカ環境保護庁（ＥＰＡ）や

ＥＵ委員会のダイオキシン汚染に関する資料など海外

の デ ー タ も 集 めて き ま し た。

こうした入手データを一般の人々に分かりやすい

形で情報発信するために、大量の生のデータの解析

を専門家にお願いすると同時に、食品ＰＴ内でもさま

ざまな角度から魚介類のダイオキシン汚染について

討 議 を お こ な い ま し た。

その結果、従来言われていたように、日本沿岸の

魚介類の深刻な汚染が見えてきました。魚介類を中

心とした食品の汚染の実態を明らかにし、また妊産

婦や乳幼児などのリスク集団、あるいは消費者自ら

が、日常の食生活の中でダイオキシン摂取の低減化

ができるように、現在、ブックレットの作成をすす

め て い ま す。

国から入手した膨大なデータの分析など専門家の

方々にお願いし、公開学習会を開催しました。

１１．次年度に向けた抱負

現在チームのメンバーが執筆を進めているブック

レットの情報をホームペーで公開し、また、食品の

ダイオキシン汚染についてシンポジウムの開催を予

定 し て い ま す。

また、今回のブックレット作成の課程で明らかに

‘讐で

心^１

ど §

⊇．ｊ，７

２０（）２年７月３１日食品プロジェクト学習会
Ｆ環境ホルモンから身を守る食べ方」
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なった高濃度の母乳汚染の問題があります。この問

題や食品のダイオキシン汚染の基準値や規制の問題
に取り組むためにもさらなる「提言」と市民への問

題提起や国への働きかけを行なっていきたいと考え
ています。
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循 環 型 社 会 提 言 プ ロ ジ ェ ク
ト・チーム報告
座長礒野弥生

循環型社会提言プロジェクト・チームは、今年２

月に改正提言をとりまとめた「容器包装リサイクル

法改正提言チーム」を母体に、来年の通常国会で提

出される見込みの廃棄物処理法の改正に対する提言

を目的として発足しました。

Ｆ廃棄物・リサイクル基本問題に関する中間とり

まとめ（案）」に対するパブリックコメント、「産業

構造審議会環境部会廃棄物・リサイクル小委員会循

環ビジネスワーキンググルプ中間とりまとめ（案）」

に対するパブリックコメントの提出、学習会などを

通して、今回の廃棄物処理法だけでなく、より広い

意味での廃棄物政策を視野に入れた提言づくりにシ

フトしていこうとしています。
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環 境 教 育 チ ー ム
座長山田久美子

■ ㎜ ■ ＝

｜ 。 活 動 報 告

環境教育ビデオセットｒ４Ｒでゴミダイエット』

を２００２年３月末に完成させ頒布を始めています。同

３月４日には、池袋エポック１０において完成披露・

説明会を催しました。８月７日には環境省主催の化

学物質に関する教材ワークショップ（千葉市ぱるる

会館）に参加し、環境省作品とともにビデオセット

についての発表の機会を得ました。また８月２０日に

は日経新聞社主催の『やってみよう！環境教育サポ
ーターＪ（日経ホール）において、展示・発表を行い、

国民会議の環境教育活動への参加希望者が１０名であ

ったとの、主催事務局からの連絡があります。なお

現在、文科省へ教育映画等の審査申請中です。

＠ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２０
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｜ ｜ 。 次 年 度 に 向 け た 抱 負

２ ０ ０ ３ 年 ３ 月 末 ま で に は 、 同 ビ デ オ セ ッ ト 指 導 者 用

テ キ ス ト の バ ー ジ ョ ン ア ッ プ 作 業 を 終 了 す る た め、

現 在 改 訂 に 向 け て の 情 報 収 集 の 一 環 と し て 、 購 入 ・

使 用 者 へ の ア ン ケ ー ト 調 査 を 行 っ て い ま す 。 ま た チ
ー ム 内 外 の 国 民 会 議 会 員 の 皆 様 か ら も 意 見 ・ 示 唆 を

い た だ き 、 よ り よ い 教 材 と し た い と 考 え て い ま す。

ま た 広 報 に も さ ら に 力 を 入 れ る 方 針 で す。
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塩ビ医療器材問題チーム
座長山田久美子

｜。活動報告

今年度は、昨夏からの懸案事項であった塩ビ系医
療器材問題への政策提言の、早期提出に向けての活
動を主に行いました。国民会議常任幹事であり医
師・弁護士として活躍されている古川氏を専門家と
して迎え、また独自に塩ビ医療器材問題活動を展開
してきた日本子孫基金から新居田氏も加わって、共

同提言を１０月中に提出の予定です。なお参加を呼び
かけたグリーンピースは不参加の意向を示しました。

現在は９月９日の厚生労働省医薬局安全対策課への
ヒアリング（塩ビ可塑剤ＤＥＨＰの有害性への認識と

検討会の進捗状況）、メーカーとしての現況ヒアリン
グとして、日本医療器材工業協会の中橋氏（テルモ）
をお招きしての勉強会を終えました。

｜｜。次年度に向けた抱負

大方のヒアリングを済ませ、可能な限り速やかに
（１０月中の予定）、提言を完成し厚生労働省担当部局
に提出の方針。これによって今年５月以降動きのあ



る厚生労働省に『塩ビ医療器材回避通知』の早期公

表をさらに促すとともに、その後の代替製品の普及
への一助とします。またアメリカの環境ＮＧＯである

ＨｅａｌｔｈＣａｒｅＷ比ｈｏｕｔＨａｒｍ（ＨＣＷＨ、害のない医療）の

２００３年１月出版予定『医療系廃棄物の非焼却処理・

圓際版（仮）』の翻訳と日本語版の出版を計画中。専

門家として国立環境研究所廃棄物研究所長の酒井伸
一先生に監修していただく予定。

ＮＧＯ参画法制定ネットワーク
活動報告
中下裕子

月に一回程度、日本の市民・ＮＧＯ参画の制度やア

メリカ、ドイツの制度などに関する学習会を開催し

ています。ヨハネスブルクサミットでの動きを踏ま

えて、オーフス条約やアジアガイドラインを勉強す

るとともに、日本国内の情報公開・参画の現状と課

題の把握に努めたいと考えています。国際ＮＧＯとの

連携も視野に入れて、さまざまなＮＧＯのネットワー

ク形成を図りたいと考えています。

国民会議とは別組織のため、国民会議会計では予

算は組んでいません。但し、国民会議名で助成金申

請を行い、助成が受けられれば、正式に国民会議の

事業活動とし予算消化したいと考えています。

情報公開請求報告
中村晶子

２００２年４月１日に情報公開法が施行されたのを機

に、情報公開制度を積極的に利用することにしてい

ます。前々年度から前年度にかけて、主として食品

ＰＴが食品のダイオキシン類汚染について検討するた

めに使用するデータを集めるために情報公開請求を

お こ な い ま し た。

各省庁がおこなった調査結果の概要は、一般に公

表され、ホームページにも掲載されますがどこのど

のような検体が選定されているのか、また各検体の

ダイオキシン類濃度についての詳細な原データは公

表されないため、次のとおり情報公開を求めました。

１。水産庁：平成１１年度魚介類中のダイオキシン頻

の実態調査結果の原データ
→０１年５月全部開示

２．環境省：平成ｎ年度公共用水域等のダイオキシ

ン類調査結果の原データ
→０１年８月全部開示

３．環境省：平成１０年度農用地土壌及び農作物に係

るダイオキシン類調査結果のうち、農作物のダイ

オキシン類データの全原データ
→０１年８月一部開示。試料採取地点名及び地

点 ご と の デ ー タ が 不 開 示 と な っ た

ため、異議申立中

４．厚労省：平成１０、１１年度食品中のダイオキシン

汚染実態調査結果の全基礎データ
→０１年８月一部開示。調査先自治体名・食品

の 商 品 名 ・ 産 地 ・ 採 取 海 域 ・ 研 究

機 関 の 名 称 等 が 不 開 示 と な っ た た

め異議申立、０２年９月に開示決定

が変更され自治体名・研究機関名等

が開示となった

５．農水省：平成１０、１１年度畜産物及び飼料等のダ

イオキシン類実態調査結果の全原データ
ー→０１年９月一部開示。試料採取場所が不開示

となったため異議申立中

６．農水省：平成ｎ年度農用地土壌及び農作物に係

るダイオキシン類実態調査結果のうち農作物のダ

イオキシン類濃度の全原データ
一〇１年９月一部開示。検体別の調査地．ｅｘを特

定 で き る デ ー タ が 不 開 示 と な っ た

ため、異議申立巾

私たちの納めた税金を使って行った調査の結果は

国民の共有財産ですから、本来全部開示されるべき

ものです。ところが、国民の健康に深く関わる情報

であるにもかかわらず、産地・生産者の利益を害す

る恐れがあるとの理由で、重要な部分がことごとく

不 開 示 と さ れて い る の が 現 状 で す。 わず か に 、 従 前

は情報公開が進んでいなかった水産庁が全部開示し

たことは当然のこととはいえ高く評価されます。

不 開 示 と さ れ た 情 報 に つ いて は 、 異 議 申 立 を して

その是非を問い、不当な不開示決定を改めさせてい

く必要がありますので、引き続き活勁していく予定
で す。
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２００１年度会計貸借対照表
２００２年９月３０日現在四 ノ Ｕ Ｉ Ｊ 一

科目
金額１．資産の部

ｊ．流動資産
現預金
現 金 現 金 手 元 有 高
普 通 預 金 富 士 銀 行 神 谷 町 支 店
郵 便 貯 金 郵 便 局

流動資産合計
資産合計

２．負債の部
Ｉ．流動負債

未払金
預り金

流動負債合計
負債合計

３．正味財産の部
前期繰越正味財産
当期正味財産増加額

正味財産合計
負債および正味財産合計

１２，Ｃ）８９，４５６
２，４５８，８２７

１２９，９６３

ｚｔ，６７８，２４６

ｚ１β７８，２４６

１００，０００
３，０００

４，６７８，２４６

１０３，０００

４，１２２，２９２
４５２，９５４

１０３，０００

４，５７５，２４６
ｚｔ，６７８，２４６

２００１年度収支計算書
２００１年１０月１日から２００２年９月３０日まで

科目 金額
｜．毅吊収入ＣノＪ郎

１．会費・入会金収入
入会金収入
会費収入

２．寄付金収入
３．事業収入

シンポ他参加費収入
４．助成金収入

東京都助成金収入
消費生活研究所
イオングループ

５．雑収入

経 常 収 入 合 計 （ Ａ ）
２．経常支出の部

１．事業費
講師謝礼
交通費
通信費
資料作成費
書籍代
会場料

２．管理費
人件費
雑費
経 常 支 出 合 計 （ Ｂ ）
当 期 収 支 差 額 （ Ａ ） - （ Ｂ ）
前期繰越額
次期繰越収支差額

１１６，０００

リ６２，０００ １？，０７８，０００
１，３３２，５１０

１７２，４００

１，１５０，０００

６７，１７９
ｚ１β００，０８９

４，３４７，１３５

５００，０００
２５０，０００
４００，０００

１３１，２６０
５２，４４０

１，｛）３２，３４０
１，２４３，４８０
５９，１４０
５，２５０ １？β２３，９１０

１，８２３，２２５

１，２１４，５７０
６０８，６５５

４５２，９５４
４ユ２２，２９２
４，５７５，２４６
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２００１年度活動別収支計算書
２００１年１０月１日から２００２年９月３０日まで

１。シンポジウム・学習会等の開催
収入の部

※１イオングループ助成金
参加費
雑収入（資料販売代）

支出の部

支出の部

支出の部

４。出版物
収入の部

支出の部

支出の部

雑収入（書籍売上）一
合計

２４，６００-
２４，６００

書籍代一
合計
収支差額

５。会員勧誘（入会案内）
支 出 の 部 通 信 費

資料作成費
雑費（雑費）

５９，１４０一
５９，１４０

△３４，５４０
合計

４００，０００

１６７，３００

１，０００-
５６８，３００

合計
収支差額

６。常任幹事会
支 出 の 部 通 信 費

合計
収支差額

７。その他

収 入 の 部 入 会 金
年会費
寄付金

※３消費生活研究所
雑収入（利息）
雑収入（資料代）

３，７４０

９，４５０

３３，３３３
-
４６，５２３

△４６，５２３

８０-
８０

△８０

講師謝礼
交通費
通信費
資料作成費
会場料
雑費（雑費）一
合計
収支差額

２。意見書・提言の作成
収 入 の 部 参 加 費

雑収入（提言売上）
合計

交通費
通信費
資料作成費-
合計
収支差額

３ ， ニュ ース レ タ ー の 発 行

収入の部
※ ２ 東 京 都 助 成 金

雑収入（ニュースレター販売代）

合計

通信費
資料作成費
雑費-
合計
収支差額

１３１，２６０

５，０００

１，０４０

８１，３２０

３，５００

１６，４１６一
１２３８，５３６

３２９，７６４

５，１００

２，３００一
７，４００

３０，０００

１９８，５３４

７３，５００-
３０２，０３４

ム２９４・，６３４

５００，０００

２９，２００-
５２９，２００

５５３，１４５

Ｌ０１３，７１２

５７，０１５

１，（５２３，８７２

△１，０９４，６７２

合計

交通費
通信費
資料作成費
会場料
人件費
雑費（消耗品費）
雑費（ＨＰ管理費）
雑費（雑費）一
合計
収支差額

１１６，０００

１，Ｓ）６２，６００

１，３３２，５１０

２５０，０００

５９９

９，４８０
一
２３，６７１，１８９

１７，４４０

２７５，８０１

６５，４９８

１，７５０

１，２１４，５７０

３８，７０１

１３１，０００

３３２，１９０-
２２，０７６，９５０

Ｌ５９４，２３９

※１２００１（平成１３）年１０月～２００２（平成１４）／１１月までの活動に対する助
成金

※２、３２００１（平成１３）／４月～２００２（平成１４）／３月までの活動に
対する助成金

２００２年１０月２５日
ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

会計担当菊地美穂、

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２０Φ
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べき化学物質過敏症対策

化学物質が氾濫している今の社会では、だれにも

化学物質過敏症を発症する可能性があることは、既

に述べました。今、求められているのは化学物質過

敏 症 対 策 で す。

化学物質過敏症対策は、①健康な人が化学物質過

敏症にならないための対策と、②化学物質過敏症に

なってしまった人のための対策 - の２つがあります。

そこで、今回はこの２つの問題のうち①について考

えて み ま し ょ う。

化学物質過敏症にならないためには、「化学物質特

集号（中）」（ニュースレターｖｏｌ．１７、５月３１日発

行）で述べた主要な発症原因について、それぞれ１

人ひとりが予防に努めること、抜本的な対策として

は国・地方自治体が国民の協力を得て発症原因物質

を徐々になくしていくことです。

化学物質過敏症を引き起こす化学物質は極めて多

い。ここでは化学物質過敏症の主要な原因をもう一

度、以下に掲げて、それぞれに必要な対策と、その

現 状 に つ いて 考 察 し ま す。

①シックハウスやシックビルなど室内空気汚染

②屋外の大気汚染

③食品添加物と食物の化学物質汚染

④飲料水の汚染

⑤殺虫剤などの農薬と薬品による汚染

上記の５項目のうち③と④を除く原因物質を図に

示すと、図のようになります。

厚生労働省のホルムアルデヒド対策

室内空気汚染は新築されたばかりの学校、図書館、

オフィスビルや住宅の建材、家具に含まれる接着剤

などから発生する化学物質によって引き起こされる

ΦＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２０

国民会議常任幹事・江戸川大学講師

川 名 英 之

ことが多い。接着剤など問題の化学物質を含む新建

材を多く使用、そのうえ気密性の高い建物が増えて

いるために、それを吸い込んで頭痛や喉の痛み、め

まいなどの被害が多く出るとみられています。

このような被害を生じさせる原因物質としてはホ

ルムアルデヒドやトルエン、キシレン、有機リンな

どさまざまな化学物質が指摘されています。なかで

も建材や家具に最も多く使われ、主要な原因物質と

みられているのがホルムアルデヒド。そこで化学物

質過敏症被害者団体や市民運動団体は、これまで厚

生労働省や国土交通省、文部科学省などに対策を要

望 し て き ま し た。

このような状況の中、厚生労働省は９月、学校や

ホテル、ホテル、オフィスビル、百貨店などの新築

や大規模な改修の際、使用前に室内の空気に含まれ

るホルムアルデヒド濃度の測定を義務付け、国の指

針値を上回る場合には改善策を取らせることを決め

ました。同省はこれに伴い、「ビル衛生管理法」の関

連 政 令 と 省 令 を 改 正 し ま し た。

ホルムアルデヒドの指針値については、厚生労働

省が「健康被害を防ぐための望ましい基準」として

Ｏｊ８ｐｐｍ以下を定めています。測定が義務付けられ

る 対 象 は 面 積 が 一 定 以 上 の 学 校 や 百 貨 店 、 ホ テル、

映 画 館 、 会 社 事 務 所 、 旅 館 な ど で 、 全 国 に 約 ３ 万

４０００施設（２０００年３月末現在）あります。

この測定義務に違反すれば、都道府県などが改善

命令を出し、これに従わなければ建物の使用を禁止

するという罰則の適用もあります。

国交省、文科省、経産省も対策を実施

一方、国土交通省はＦ化学物質特集号（中）」で述



べたとおり、今春の通常国会にシックハウス対策を

盛り込んだ建築基準法改正案を提出、これが７月１５
ロに可決・成立し、その後問もなく公布されました。
改正法にはホルムアルデヒドなどの化学物質発散量
の少ない建材の使用や一定の気密・断熱性を持つ建

築物に換気設備の設置を義務付けることなどが追加
されました。
また文部科学省も校舎の新築・改修時に室内空気
を汚染する化学物質を発散しないか、発散量の少な
い建材の使用と換気設備の設置などについては国庫

補助の対象とすることができるとして、校舎の設置
者が実情に応じて適切に対応するよう指導して行く
考えです。
同省は現在、学校における化学物質の室内濃度や

化学物質過敏症身の回りの原因物質

． 凍 材 ・ 扮 詔 応
バ 袖 心 ル ム ア う

１ノレデヒドｆ
｀ Ｗ ゛ フ
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児童・生徒の化学物質過敏症・｜１１患（りかん）状況に
ついて調査しています。調査は北里研究所病院の石

川哲臨床環境医学センター長など医学、建築学、保

健学など１５人の専門家による会議で検討しながら進
められています。調査結果がまとまり次第、分析し、

具体的な対策を実施するものとみられます。
これに関連して、経済産業省は建材の大部分に化

学物質発散量に関するＪＩＳ規格を設定しました。

農薬の空中散布も疾患の原因

ヘリコプタ ー に よる 有 機 リ ン 系 殺 虫 剤 の 空 中 散 布

も住民に化学物質による健康被害を引き起こしてい

ます。このような空中散布がここ数年、増えており、

健 康 被 害 が 増 加 傾 向 に あ り ま す。

例えば群馬県の空中散布面積は１９９５年ごろから増

加し、２０００年１こは１９９６乍実績の約３６倍に当たる３、３００
ヘクタールにのぽっています。ＤＥＰやＭＥＰなどの有

機リン系殺虫剤が地上散布の場合、通常原液の１０００

倍に薄められて使われるのに、空中散布ではわずか

５倍から８倍にしか希釈されずに使われているのです。

青山内家都横浜国立大学大学院環境情報研究班の

調査・研究によると、ＭＥＰ空中散布のあった暴露群

３２人中１１人が亜急性有機リン中毒とみられる症状を

発症し、殺虫剤の空中散布が周辺住民の健康被害に対

して極めて強い関係関係を持つことが明らかにされ

ています。このような農薬空中散布をやめさせるこ

と が 今 後 の 課 題 で す。

問題解決への一歩を歩み出す
塗料

ブヅゾ＝＝１、’、ｌｉ、物・毛！
……ｊ・-・・４・；、ｉ＝

１二ｔ巴ヤ！ゾ｜．．＿＝＝ミミ１
∧？１四更レ

-ＩＩ■㎜＝Ｉ＝

ｉ 所 ） 石 川 哲 ・ 宮 田 幹 夫 「 化 学 物 質 過 敏 症 こ こ ま で き た 診 断 ・ 治 療 予 防 法 」

（か１、がわ出版、１９卯年〉７２・ページより。

ホ ル ム アルデヒド測定の義務化を中心とする一連

の シ ッ クハウ ス 、 シ ッ ク ス ク ール 、 シ ッ ク ビ ル 対 策

は、室内化学物質汚染防止対策の１つにすぎません。

しかし、これは化学物質過敏症被害が急速に広がり、

遅れている対策の早期実施を求める被害者や支援者

たちの切実な訴えが国を動かし、関係省庁に重い腰

を上げさせたものです。これによって化学物質過敏

症被害をなくすスタートラインに立つことができた

意義は大きなもので、化学物質過敏症対策の一歩前

進 と 言 え る で し ょ う。

ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１２０＠



環境法の今・第１１回

瀧近の食品安全法制をめぐる動き」

昨年わが国でＢＳＥ（いわゆる狂牛病）が発
見され、消費者の牛肉離れや買い取り制度を悪
用した偽装などが社会問題化した。２００２年４月、
厚労省・農水省合同のＢＳＥ問題検討会が食品
安仝法制の新たな枠組みを提唱し、同年６月、
食品安全行政関係閣僚会議が、食品安全基本法

（仮称）の制定と、食品安全委員会（仮称）の設
置案を公表した。２００３年の通常国会に提出予定
となっている。

食品安全基本法は、消費者の保護を基本とし
た法律で、基本理念は「国民の生命及び健康の

保護Ｊ「食品の供給に関する一連の工程の各段階
における安仝性の確保Ｊ「最新の科学的知見及び

国際的動向に即応した適切な対応ｊとされてい
る。また国・地方公共団体・事業者の責務に関

する規定も盛り込まれる（表参照）。

東京弁護士会は、１９８１年食品安全基本法の提
言を発表し、食品安全行政における消費者の権
利確立を訴えた。しかし今回制定されようとし
ている基本法に、消費者の権利という言葉は見

当たらない。盛り込まれるのは消費者の「食品
の安全性に関する知識及び理解を深めるＪ「意見
の表明の機会等の活用」という役割に過ぎない。
では基本法において消費者に意見表明の機会が

保障されているかといえば、食品安全委貝会が

行うリスクコミュニケーションの場だけのよう
に思われる。

当初は厚労省と農水省を廃止して食品庁を設
け、安全性評価と規制を一元的に行う案もあっ
たが、両省の調整がうまくいかず、安仝性評価
を独立して行う「食品安全委員会」を両省の上
に置き、評価の結果を厚労省や農水省に勧告す
ることになっている。

食品安全委員会は、内開府に設置レ担当大
臣を置く。公正取引委貝会のような独立委員会
ではない。委員は各方面の学識経験者７名Ｏ

ΦＮＥＷＳＬＥＴＴＥＲＶｏｊ．２０

゜１゛会ｌｊｉ’副イｊｌｌａ一回士神山美智子

ち常勤は４名）で、専門調査委貝（非常勤）延

４約２００名（各部会１５名程度・兼任あり）、事務

局５５名、非常勤の技術参与２５名という陣容で、

初年度要求予算は約２０億円である。

食 品 安 全 委 員 会 の 役 割 は 、 リス ク 評 価 （ 安 全

性評価）とリスクコミュニケーションであると

され、評価は、一応、化学物質系（添加物・農

薬など）、生物系（微生物・プリオンなど）、新

食品等（遺伝子組換え食品など）に分類されて
い る。

上 記 の よ う な 少 な い 人 数 と 予 算 で、 広 く 国 内

外 の 情 報 を 収 集 し 、 評 価 レ 消 費 者 や 事 業 者 を

含む関係者と情報と意見の交換（リスクコミュ
ニケ ー シ ョ ン ） を し 、 さ ら に 勧 告 ま で し な く て

はならないのである。緊急事態に対処できるの

か と 懸 念 さ れ る。

安全性評価を独立して行うとしても、実際の評

価 に 当 たる 専 門 調 査 委 員 が 、 現 行 の 薬 事 ・ 食 品

衛 生 審 議 会 委 員 と 兼 任 で あ っ た り 、 あ る い は 委

員 の 単 な る 横 滑 り で あ って は 、 新 し い 器 に 古 い

酒を盛るようなことになろう。オーバードクタ
ーなど、才能と知識をもった若い研究者がたく

さんいるのであるから、広く公募などの手法に

よって人材を集め、さらに関心と危機意識をも

ったＮＧＯ・ＮＰＯなどと本当の意昧での意見

交換を行って、食品安全行政を充実させていっ

て ほ し い と 思 う。

最 新 の 科 学 的 知 見 に 基 づ い た 安 全 性 評 価 は 大

切ではあるが、科学で危険性を証明できなくて

も、当該添加物や農薬、あるいは遺伝子組換え

な ど が 必 用 か ど う か と い う 観 点 も 踏 ま えて、 食

品の安全と消費者の健康確保のために、予防的

な政策判断を行うことこそ最も重要である。
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食品安全基本法（仮称）の概要
基本理念

○国民の生命及び健康の保護
○食品の供給に関する一連の行程の各段階における
安全性の確保

○最新の科学的知見及び国際的動向に即応した適切
な対応

の責務
食品の安全性の確
保に関する施策を辰痛言竃じ｜

一 一

関係者の責務・役割
-̶・ - ‥ ’ - - ’ - - - - ・ - - ’ ‾ ’ ‾ ‾ ‾ ‾ ’ Ｓ ’ ‾ ‾ ” ‾ ’ ‾ ” ‾ ‾

地 方 公 共 団 体 の 責 務 ぃ 事 業 者 の 責 務 レ 消 費 者 の 役 割
‘国 と の 道 切 な 役 割 ド 食 品 の 安 全 性 を 確 ／ ’ 食 品 の 安 全 性 に 関

分 担 を Ｍ ま え て 、 ｜ 保 す る た め の 一 義 け る 知 哉 及 び 理 角 ぐ
食 品 の 安 全 性 の 粕 ト ＝ 的 な 責 任 ！ ｜ を 深 め る ｜
保に関する施策を｜｜・正確かつ適切右：情｜］・意見の表明の機会
策 定 し 、 実 施 ／ 報 の 提 供 ｜ ｜ 等 の 活 用 ］
＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ． ＿ 丿 ＿ ． ＿ ． ＿ ‥ ＿ ＿ ‥ ＿ 」 ト ＿ ． 一 一 一 一 ． 一 一．

食品の安全
性の確保に
関する施策
の充実
・行政機関相互の

連 携
・試験研究・人材

の 確 保
・内外の情報収集
・表示制度の適切

な運用
・表示制度の適切

な運用
・食育の推進
・環境に与える影

響 の 考 慮
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食 品 安 全 委
ｇｇ八ｒｊＣ：ひｒ八員会（仮称）
の設置等

リスク評価を中
心とする食品安
全委員会（仮称）
の設置

リスク分析や危
機管理対応に関
する基本的な指
針の策定

リスク分析手法の導入

リスク評価一
リスク管理を行う
関係省庁から独立
最新の科学的知
見に基づき実施／

堅 ｊ ？ 皿
リスク評価の結
果を踏まえ、消
費者等の関係者
の意見も聴いて基
準等を設定
・予防の観点から説
くに必要がある場
合には、迅速かつ
適切に暫定的なリ
スク管理措置を実
施

リ ス ク コ ミ ュ ニ

久．二７立旦ｋ
・食品の安全性に関
する情報の公開
・消費者等の関係者
が意見を表明する
機 会 の 確 保 ／



Ｆ啄 ＝Ｉ ．●ｊ

｀
ｔ
芦
’
．
』
Ｉ
り
て
Ｉ

ｉｌｙｉｉｌｌｌｌｙｉ
　１１１１ｓｌ

回」
怜
ｉ
-
１
１
『

Ｕ
　１１１
　ｏｌｌｊ
　　１１１１１９ｊｏ
　ｊｉｉｉｌｉｌｉｉｌｉｌｌ
　ｏｌ

１
。
一
一
轍
麟

はじめまして、
この４月から豊島
区大塚の市民環境
ひろばで国民会議
の事務局を担当さ
せていただいてい
る三島です。
食品プロジェク
ト、子どもプロジ
ェクド、環境教育
チーム、循環型社
会提言チーム、塩
ビ医療器具提言チ㎜㎜㎜-¶＝～ム等など‥。‥ダイオキシン・環境ホルモン問題にとどまらず発展する国民会議

の活動と、それに伴って増え続ける事務作業。「会員数１５００人規模の団体の事

務局事務をパート職員１人だけでこなすなんて、とっても無理」と、パンク状
態で悲眼をあげていたら、天の助けか、８月ぐらいから３人の方が事務局にボ
ランティアとして来てくださるようになりました。

以前から催しなどのお手伝いをしてくださっていた津村さん。上智大学学生
の谷村さん。慶脛大学学生の大屋さんです。

国民会議の事務局が開いているのは月、水、金の午後１２：００～午後Ｚ：００です。
（会議などの都合で変わることがあります）来訪者歓迎です（手伝わせるかもし
れませんが）。電話等で開いているのを確認してお越しください。（写真は、事
務局の三島さん（左）とボランティアの大屋さん（右）。環境市民ひろばにて）

● ｓ ｓ ｓ ° ゜ ｚ ｚ ミ ー菌 ＿

有害化学物質削減ネットワーク連続学
習会⑤「海外ＮＧＯの情報提供 -
Ｗｅｂサイトの紹介」
海外の市民団体によるＰＲＴＲ情報

提供などについて、ＷＷＦジャパン自
然保護室シニアオフィサーの村田幸雄
さんより話題提供いただき、ディスカ
ッションします。
○日時：２００２年１２月９日（月）

旧：３０～
○会場：男女平等推進センター

（エポック１０）池袋駅
○参加費：５００円（資料代）
○主催：有害化学物質削ネットワｊ

一夕（ＴｏｘｉｃＷｏ↑ｃｈＮｅ恥ｏｒｋ）

http://www.ｌｏｘｗｏｌｃｈ.net/

この連続学習会は、平成１４年度環境
事業団地球環境基金の助成を受けてい

ま す。
参 加 に つ い て、

不 要 で す。 当 日、
だ さ い。

事前のお申し込みは
直接会場にお越しく

ダイオキシン・環境ホルモン対策
国 民 会 議 提 言 と 実 行
ニ ュ ー ス レ タ ー 第 ２ ０ 号
２００２年１１月発行

発 行 所
ダイ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 対 策
国 民 会 議 事 務 局
〒１７０-０００４
東京祁豊鳥区北大塚２-２９-５

大塚ダイカンプラザ１Ｆ
環境市民ひろば

ＴＥＬ０３-５９０７-１４１１

Ｆ７Ｘ》く０３-５９０７-１４１２

編集協力・レイアウト
（有聡合工房キャップ

編集後記広報委員会委員長佐和洋亮
●忠臣蔵とマッカーサー

１７０１年（元禄１４年）３月１４日、殿中「松
の廊下」の刃傷事件、その日のうちに赤穂
の大名浅野内匠頭は切腹と相なり、翌元禄
１５年１２月１４日の吉良邸への討ち入りへとつ
ながるご存知「忠臣蔵」の物語。その切腹
の場所は、江戸城下の田村右京太夫の上屋
敷、現在の港区新橋４丁目の一角。その跡
地の老舗和菓子屋「新正堂」では、銘菓
「切腹最中」が評判。この『ニュース』のレ
イアウト・編集を手伝っているキャップの
事務所は、この「新正堂」ビル２階にある。
徊４５年（昭和２０年）８月、ボツダム宣言

受諾で日本が敗戦するや、連合国軍最高司
令官マッカーサーは、パイプをくわえた例
の軍服姿で、厚木基地に降り立った。実は、
当初、東京湾芝浦港から赤坂のアメリカ大
使館まで、焼け野原に幅１００ｍの道路を作り、
凱旋パレードをする計画をたてたそうだ。
しかし、それは、被占領国民の感情にそぐ
わないと、取り止めになった。この計画さ
れた道路をＦマッカーサー道路Ｊという。
その歴史に葬られたはずのマッカーサー

道路が、５０年以上も経って、汐留の旧国鉄
跡地の高層ビル群計画とともに、今、よみ
がえってきた。幅を４０ｍに狭めて（それで
も昭和通りと大差はない）「マッカーサー道
路」は、都の環状２号の一部として、アメ
リカ大使館脇から汐留の再開発地域へと抜
ける幹線道路計画として、事業認可がこの
１０月に下りた。
約６００の地権者が立ち退きの対象になり、

新橋の街は二分される。新正堂ビルも、来
年の移転を訓義なくされた。「車道は地下にＪ
Ｆ緑の空間を」という地元住民の声は届かず、
「車の排ガス公害は、まず国の責任だ」とい
うその東京都の手で、今、新橋のこの地域
は、虫食い状の街に変ってきた。
完成すると、田村邸屋敷跡の真中を、道

路が横断する。藩主浅野の腹を裂いた刀傷
のように、今、新橋の古い街並をミ騒音・
排ガス公害のコンクリートの道路が切り裂
く。古いものや歴史をぶち壊して、近代建
築と道路で埋まるこの国の首都。このツケ
は、将来どのような仇討ちとなって返って
くるのか。

ｅＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯＩ．２０

＊国民会議事務局のＥ-ｍ・ｉｌアドレスは、ｋｏｋｕｒｌｈｌ-ｋａｉｇｉ＠ｓｙｄ．ｏｄｌ．ｎｅ．ｊｐです。
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